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はじめに

　本報告は、北タイにおける観光の文脈で

の「山地民」の表象から、エスニック・マ

イノリティ表象をめぐる主体と受け手のあ

り方の実態を把握することを目的に行った

調査の結果報告である。ここで報告される

現地調査は、2001 年 12 月 19 日から 2002 年

12月30日および 2003年 12月21日から 2004
年 1 月 3 日にかけて、北タイの町チェンマ

イで行われた。調査の目的は、外国人観光

客に対して、北タイにおける「山地民」を

めぐる観光イメージを、特に山地民博物館

と「山地民」の村を訪ねるトレッキング・ツ

アーに関わる各主体がどのように表象する

かを調査することであった。

　タイには、主流民族であるタイ系諸族と、

その他の少数民族が住んでいるとされる。

2002 年度版『タイ国内 20 県高地居住者統

計』によれば、2002 年時点のタイ国内に住

む「山地民」人口は 923,257 人ということに

なっている1)。これは、タイ全国民人口 6,346
万人（2002 年）の 14.5% にあたる 2)。

　「山地民」（Chaw Khaw）という用語は，政

府が 1959 年に「山地民福祉委員会」を設置

した際に創出された官製用語である

（Bhruksasri 1985: 2）。20 世紀半ば、アメリカ

との安全保障上の関係に強く影響されてい

た当時のタイ政府は（ラダワン 1988: 106）、
ラオスとの国境地帯にあたる山岳地帯の住

民のバンコク政府への忠誠心を得ることに

安全保障上の関心を高めた。このためタイ

政府は、「山地民」への開発・福祉という名

目で山岳地帯の住民への関与を強めた

（Walker 1981: 15）。こうした背景を受けて、

国際機関・「西側諸国」とタイ政府とが共同

で行う「開発援助」という形で、数々の「山

地民」の調査・コミュニティ開発プロジェ

クトが行われていった。

　このときタイ政府は、「山地民」を、タイ

が抱える国家的・国際的な問題の原因だと

し、山岳地帯への関与を正当化していった。

しかし一方で、このとき当時山岳地帯の住

民に対して付与された「アヘン栽培者、焼

畑耕作による森林破壊の元凶、国家安全保

障上の脅威という『山地民』開発の根拠と

された『山地民』の問題性には、〔それが本

当に妥当なものだったかどうか〕疑問が残

る」と指摘する声もあった（Kesmanee 1994:
673,  Vienne 1989: 48）。
　ところが、1970 年代からタイが国家規模

の観光開発を始め、北タイでも外国人観光

客を受け入れるようになると、「山地民」の

文化が外国人観光客を惹きつける観光資源

であることが明らかになってきた。これを

受けて今度は観光産業の文脈で、「山地民」

は素朴で、昔ながらの生活を守り、色鮮や

かな民族衣装を身に着けた秘境に住む少数

民族というイメージが広められていった

（Cohen 2001: 68,  Harron 1991: 41,  Meyer
1988: 412）。しかしこういった素朴で昔なが

らの生活を守る人々というイメージが観光

1) Krom phatna sangkhom le sasadikan krasuang kanphatna sangkom le khwam mankhong kh ong manusaya 2002

2) 詳しくは巻末の図表 1 を参照のこと。
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資源化されていったのと平行して起こった

のが、山岳地帯への国家行政・市場経済の

浸透であった。この結果、観光資源として

の「山地民」イメージと、山岳地帯に住む

人々の生活や意識との乖離が進んだ（Cohen
2001: 16, 39, 64,  Harron 1991: 42）。
　ここで問題として指摘されるようになっ

たのが、こうした観光資源としての「山地

民」イメージが、イメージを投影される村

人自身の手を離れた観光産業のメカニズム

を通じて生産され、消費される点である

（Cohen 2001 64 - 66, 67  Kesmanee &
Charoensri 1994: iii  豊田 1996: 139）。
　では、そうした問題は、なぜ生じるのだ

ろうか。この点を明らかにするためには、

「山地民」をめぐるイメージと人々の関係、

つまりイメージを操作する主体と操作され

る主体、利用する主体と利用される主体と

の関係について考察を試みる必要がある。

　本稿ではまず、分析・考察の材料となる

現地調査結果の報告を行うものとする。具

体的な事例としては、山地民博物館および

トレッキング・ツアーという、観光資源と

しての「山地民」イメージの消費がもっと

も顕著に行われる 2 つの場を分析の対象と

する。

1. 聞き取りの実施場所・実施期間
と方法

　本聞き取り調査は、2003 年 12 月 21 日か

ら 1 月 2 日にかけて、チェンマイ市および

その周辺で行われた。具体的な場所は、旅

行代理店の店頭、ホテル、飲食店、公共交

通機関など、観光客が旅行の中で訪れ、地

元の人間とコミュニケーションを取ること

ができる場所である。聞き取りの目的を、外

国人観光客に対してそれぞれの立場にある

主体が「山地民」をどのように表象するか

という点に絞り、可能な限り英語（ただし

相手が外国語を習得していない場合に限り

タイ語）で聞き取りを行った。この際、外

国人観光客としての立場を貫くため、テー

プレコーダー等は使用しなかった。ただし

記録は、聞き取り後 2 時間以内に会話の内

容にできるだけ忠実に、できるだけ原語の

ままノートに書き残すという作業を行っ

た。

　本稿の終わりに添付したインタビュー結

果一覧は、そのノートに書き残されたすべ

てのインタビュー結果を、時系列に沿って

記したものである。なおこの際、文章の趣

旨のみを同じ文体で記載した。本文中に記

載した会話は、これらのうち筆者が特に特

徴的な反応のひとつと見なしたものを、現

地でのノートの文章を直訳したものである

（ただし、会話体のうち、文章として読みに

くくなる部分については適宜修正した）。

2. 質問対象と質問項目

　以下では、山地民博物館を中心とした、

「山地民」と「山地民」以外の地元の人々、

観光ミドルマンによる、お互いの認識につ

いての語りを比較する。具体的な質問対象

者は、カテゴリー別に「山地民」「外国人観

光客」「地元住民」「観光ミドルマン」の 4 つ

に分けた。所要時間は場合によって異なる

が、それぞれのカテゴリーに対して、20 人

を目安に聞き取り調査を行った。基本的に

20 人を超えた時点で聞き取りをうち切っ

た。対象者の選定には、12 月 25 日から 1 月

3 日までのチェンマイ、ターペー通り滞在期

間中に出会ったすべての人々に、本人が

語った自己アイデンティティに基づいて上

記カテゴリーのどれかを割り当て、順番に

無差別に同じ質問内容を尋ねた。質問内容

は、以下のとおりである。

(1)「山地民」への質問

a. 「あなたは何人ですか（pen khon arai
kha）」
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b. 「山地民博物館を知っていますか」（知っ

ていると答えた場合）「山地民博物館と

はどんなところですか」

c. 「トレッキング・ツアーを知っています

か」（知っていると答えた場合）「トレッ

キング・ツアーとは、どんなものです

か」（質問の意味を問い返された場合）

「トレッキング・ツアーに参加すると、

『山地民』について、よりよく知ること

ができると思いますか」

d. 「トレッキング・ツアーのガイドなど、

トレッキング・ツアーを運営しているタ

イ人の人たちについて、どう思います

か」（質問の意味を問い返された場合）

「彼らは、『山地民』について特別な知識

を持っているのでしょうか」

(2)「外国人観光客」への質問

a. 「トレッキングツアーに参加しました

か」（参加したと答えた場合）「トレッキ

ング・ツアーはどうでしたか」

b. 「山地民博物館は行きましたか」（行った

と答えた場合）「山地民博物館はどうで

したか。どんなことを知ることができま

したか」

c. 「あなたは『山地民』について何か知っ

ていますか。彼らの文化を見に行く価値

はあると思いますか」

(3)「地元住民」への質問

a. 「あなたは何人ですか」

b. 「山地民博物館を知っていますか」（知っ

ていると答えた場合）「山地民博物館と

はどんなところですか」

c. 「あなたは『山地民』について何か知っ

ていますか。彼らの文化を見に行く価値

はあると思いますか」

(4)「観光ミドルマン」への質問

a. 「あなたは何人ですか」

b. 「トレッキング・ツアーはどんなもので

すか」

c. 「山地民博物館はどんなところですか」

d. 「『山地民』とは、どんな人たちですか」

　では、これらの質問に対する人々の反応

はどのようなものであり、そこからどのよ

うな特徴が見えてくるのだろうか。

3. 「地元一般住民」として語られる
「山地民」の視点

　各質問に対する個々の調査結果は、巻末

の表 2 から表 5 に示したとおりである。こ

れらをもとに上記の質問に対する反応をま

とめると、6 つの特徴が挙げられた。そのひ

とつは、「地元一般住民」としての「山地民」

の主観の存在であり、2 つめは 2 種類の「ミ

ドルマン」に共通する被保護者としての「山

地民」表象である。3 つめは「観光客」自身

の立場による「山地民」認識の違い、4 つめ

は「観光客」自身の立場による「山地民」認

識の違い、5 つめは「山地民」の中の立場の

多様性、6 つめは山地民博物館に対する認識

度の違いである。

　まずひとつめの「地元住民」としての「山

地民」とは、外国人観光客が「地元住民」と

認識して接する人々、たとえばホテルやゲ

ストハウスの従業員、ウェイターやウェイ

トレス、タクシー運転手といった人々の中

には、町住みの人（＝都市部在住タイ人）の

アイデンティティを持つ人と「山地民」（で

もある）というアイデンティティを備える

人と、両方の主体が含まれているというこ

とである。聞き取り調査開始時点の筆者に

は、「地元の人々」というカテゴリーは、「山

地民」に対する一定の認識を共有している、

町住みの“タイ人”集団を指すという仮説

があった。しかし実際に聞き取り調査を始

めてみると、30 人中 2 人が聞き取り調査開

始時点では自分自身を「町の人」と語った
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にも関わらず、話の後半には自分を「山の

人」と語るようになった。またこの 2 人以

外にも、自分で明確に「自分は山の人であ

る」もしくは「（『山地民』と区分される）民

族である」とは語らず「チェンライの人」な

ど出身地で自分のアイデンティティを示し

た人の中にも 2 人、上記 2 人と同じような

語り－－つまり、自分を町の人もしくは北

タイの人と称して聞き取り調査に答えてい

るのだが、それ以外の 26 人の語りと「山地

民」の認識方法が明らかに異なる語り－－

をする人々がいた。

　上述の 26 人がした語りに共通した特長と

して挙げられる点は、「 『山地民』は、はる

か遠くの山奥に住んでいる滅多に会えない

人々である」という認識に基づいた語りで

ある。そして彼らはほぼ一様に、自分は「山

地民」に対する差別感や偏見を持っていな

いという態度を示す。「『山地民』の人たち

の村々も、もうタイ政府や王室プロジェク

トの努力によって、すっかり発展している

んだよ」という、「山地民」社会に対する理

解と寛容を強調する。これに対し上述した 4
人の語りは、一様に「『山地民』の人は、町

の中のどこでも当たり前に会える」という

ものであった。それに加えて「町に住んで

いる『山地民』の人は、すでに『町の人』

だ」という「山地民」の町の人への可変性

を示してた。

　ここから言えることは、外国人観光客が

「地元の人」（＝「山地民」とは異なる町住

みの「タイ人」）として接する人々は、「山

地民」に対する認識の仕方から 2 つのカテ

ゴリーに分けることができるという点であ

る。ひとつは、前者のような「『山地民』は

遠くの山にいる人」とする自分自身が「山

地民」というアイデンティティをまったく

持たない人の認識であり、もうひとつは、自

分自身が「山地民」としてのアイデンティ

ティと「町の人」というアイデンティティ

を何らかの形で併せ持っている（もしくは

そうと理解される）人々の認識である。こ

の結果、聞き取り調査開始時点での聞き取

り対象のカテゴリー分けは、実はカテゴ

リー分け自体が交錯する重複部分を持って

いたのである。この点は、分析を進める上

で重要だと言えよう。

4. 2 種類の「ミドルマン」に共通

する被保護者としての「山地民」
イメージ

　聞き取り調査結果の特徴として 2 つめに

言えることは、トレッキング・ツアーを運

営するツアーガイドや観光代理店従業員と

いった観光ミドルマンと、トレッキング・ツ

アーについて問題点を指摘する山地民博物

館館員という 2 種類の「ミドルマン」の、

「山地民」自体を語る語り方は、ともに「山

地民」を被保護者として語るという点であ

る。

　今回の聞き取り調査において、「ミドルマ

ン」として意見を収集した人々は、大きく

分けて 2 種類に分けることができた。ひと

つは、トレッキング・ツアーを紹介もしく

は運営する旅行代理店従業員やトレッキン

グ・ツアーガイドといった、トレッキング・

ツアーをめぐる観光ミドルマンである。も

うひとつは、こうしたトレッキング・ツアー

を「（「山地民」社会に対して）問題を引き

起こすもの」として語る傾向のある山地民

博物館館員たちである。この 2 つのグルー

プは、「山地民」社会の観光化という点に関

しては異なる意見を持つ傾向がある一方

で、「山地民」に関する語りそのものに関し

ては、どちらのグループも「（タイ政府の支

援・努力によって）すでに発達した人々」

「可愛そうな立場にある人々」「彼らの文化

を守るために（われわれタイ人が）努力し

なければならない人々」という、「山地民」

を被保護者として語る視点そのものには違
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いがなかった。つまり、「山地民」イメージ

を商売に利用しているという立場にあるツ

アーガイドや観光代理店従業員といった観

光ミドルマンも、それを問題視する傾向が

ある山地民博物館館員も、実は「山地民」を

被保護者として語る傾向は共通していると

いうことができる。では、こうした「山地

民」をめぐるミドルマンの間の関係は、ど

のような構造をなしているのだろうか。こ

の点の詳しい分析については、別項に譲る

こととする。

5. 観光客自身の立場による「山地
民」認識の違い

　3 つめの特徴として言えることは、観光ミ

ドルマンや観光媒体が発信する「山地民」イ

メージは、受け手である観光客自身の立場

によって、多様な受け取られ方をするとい

う点である。北タイ観光の中で、一様に外

国人観光客として「山地民」観光を消費す

る人々も、観光客自身の属性や背景によっ

て、多様な認識の仕方をしているのである。

たとえば、自分のもともとの所属社会にお

いて主流民族としての立場を持つ欧米から

の観光客は、ほぼ一様に、トレッキング・ツ

アーや山地民博物館の感想を「大自然の中

の素朴な生活は素晴らしかった」「（観光客

として彼らの社会に金を落としたことで）

『山地民』社会に貢献できてよかった」と

いった感想を語る。これに対し、「人間の写

真を動物のように撮る他の観光客にぞっと

した」「彼らの静かな生活を乱しに行って罪

なことだ」という感想を語ったのは、アジ

ア系英国人や、東欧からカナダへ移民した

夫婦など、自分の主流社会でエスニック・マ

イノリティとしての背景を持つ人々であっ

た。また、マレーシア人や日本人といった、

近隣の国々からやってきたアジア系の観光

客は、「たいしたことはない」「まぁ、よく

ある観光のネタだ」と、「山地民」の存在と

その文化に対する特異性の認識がそれほど

ないという点に特徴があった。これは、素

晴らしいと評価するにせよ酷いものだと憤

慨するにせよ、いずれにしても「山地民」に

特異性を付与して語る欧米各国からの観光

客との違いがあるとも言える。ではこれは、

「山地民」イメージにどのような影響を与え

ているのだろうか。この点の詳しい分析に

ついては、別稿に譲ることとする。

6. 「山地民」の中の立場の多様性

　4 つめに特徴として挙げられることは、

「山地民」イメージの表象および「山地民」

をめぐる表象媒体（トレッキング・ツアー

や山地民博物館など）に関して、「『山地民』

として」という一枚岩的な表象／認識主体

の集合は存在しないという点である。

　インタビューの結果、自分を「山地民」も

しくは「山の人」、「（『山地民』と区分され

る）○○民族」と語る人でも、大学生や専

門学校生としてタイ社会にある程度適応し

て生きている若い世代の人々は、山地民博

物館やトレッキング・ツアーに対して、特

に否定的な見解は持っていない傾向があっ

た。こうした人々は、山地民博物館につい

ては「『山地民』の文化を広めるのによいと

ころ」と肯定的な見解を示したり、「あるの

は知っているが、行ったことはない」など、

自分自身と博物館に展示される「山地民」文

化との間に、関連性を強く認識しない、も

しくは「山地民」アイデンティティをまっ

たく持たない地元住民と同じような反応を

示した。またトレッキング・ツアーに関し

ても、「（『山地民』の村に貨幣収入の機会を

増やすのだから）いいのではないか」といっ

た反応を示し、良きにつけ悪しきにつけ、ト

レッキング・ツアーについて特に深く考え

たことはないという反応を示す。これもま

た、「山地民」アイデンティティを持たない

「地元住民」と同じ反応である。
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　しかしその一方で、山の村に生活を送り

ながら商売その他の理由で常に々町社会と

やりとりをしている人々や、町の内外で「山

地民」としてのアイデンティティを前面に

押し出して生活している人々は、山地民博

物館、トレッキング・ツアーどちらをも「に

せもの」「金儲け」といった表現で否定的に

語る傾向があった。

　さらに普段山の村に住み、町の社会や人

と、ほとんどやりとりのない村人の場合、山

地民博物館に関しても、トレッキング・ツ

アーに関しても、存在は認識しているが自

分や自分の村とは直接関係がない事象とし

て認識していた。彼らの場合、肯定否定ど

ちらの“意見”も持ってはいない。むしろ、

自分なりの見解をもつだけの情報が与えら

れていないのである。これは、「山地民」に

関するイメージ市場やイメージ戦略に、一

般の山住みの村人が参与する機会がほとん

どないという現状をあらわしていると言え

よう。

　そしてまた、チェンマイ市内に住む、自

分を「（『山地民』と区分される）○○民族」

と語る人々でも、タイ市民権を持たず、タ

イ語を読まず、みやげ物売り等をしている

ビルマからの難民たちは、山地民博物館や

トレッキング・ツアーの存在そのものを全

く認識していなかった。筆者が聞き取り調

査した範囲では、彼らは「山地民」という

カテゴリーの存在さえ知らなかった。ここ

から、（政治的）単位としての出現が言われ

て久しい、タイ国内の山岳地帯の貧農が所

有権の主張などを訴える政治的手段のうち

のひとつとして登場している「山地民」と

いうまとまりからさえ、外にいる人々の存

在が浮き彫りにされる。

　つまり、山の村での日常生活ではタイ社

会／「山地民」社会という区別を認識して

いない人々や、町の中で難民として生きる

人々の多くにとっては、山地民博物館や「ト

レッキングツアー」という概念自体が存在

しないのである。上述の著者が行った質問

に対しては、彼らは「知らない」「何のこと」

という返答をした。

　以上のように見ていくと、自分自身を「山

地民」と語る人の中にも、様々な「山地民」

表象の方法があり、また、外部が「山地民」

と定義する人々自身も、「山地民」という自

己アイデンティティを持っていない場合も

あり、認識は多様である。つまり「山地民」

は決して一枚岩的な表象主体として区切る

ことはできない。では、これは「山地民」社

会および「山地民」と「タイ国」との関係

に、どのような影響を及ぼしているのだろ

うか。この点の詳しい分析については、別

稿に譲ることとする。

7. 主体の立場による山地民博物館
に対する認識の違い

　そして 6 つめの聞き取り調査結果の特徴

として挙げられることは、主体の立場によ

る山地民博物館に対する認識および認識度

の違いである。山地民博物館というひとつ

の事物をめぐる認識度は、「山地民」として

タイ社会の周縁もしくは周辺に生きる

人々、タイ社会の外で日常生活を認識して

いる「山地民」の人々、「山地民」というア

イデンティティを持ちつつ地元住民として

生きる人々、「山地民」というアイデンティ

ティを持たない地元住民、また観光ミドル

マンや観光客といった、それぞれの人々の

立場によって、まったく異なる。

　「山地民」としてタイ社会の周縁もしくは

周辺に生きる人々、つまり都市部や都市周

辺に「山地民」の村を形成して生きる人々

や、山岳地帯の村に住みながら農作物の売

買やその他生活手段のために、都市部に日

常的に出てくる人々は、山地民博物館の展

示内容を否定的に語り、「本物／もっと良い

ものは、山の村にある」と、山の村にある
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「伝統」や「文化」の真正性を強調する傾向

がある。

　この一方で、山の村で生活し、町へ買い

物へ行くのは年に数回という、タイ社会の

外で日常生活を認識している山住みの村人

は、山地民博物館の展示内容について問わ

れても、特に語る言葉を持ち合わせていな

い。否定的にも肯定的にもならず、「そう

（山地民博物館と）いった場所があることは

知っている」という反応しか返ってこない。

またこれに比べ、「山地民」というアイデン

ティティを持ちつつ北タイ社会の中である

程度適応して生きる人々は、山地民博物館

を自分とは直接的に関係のないものとし

て、ほかの北タイ社会の住民と同じような

認識の仕方－－あることは知っているが、

別に行ったことはない－－という反応をす

るか、「山地民博物館は、『山地民』の文化

を保存する場としてよいものだ」という反

応を見せる。さらに、北タイ都市の内部に

住みながら、商品の売買以外には都市社会

との関係が極端に少ないビルマ国境を越え

てきた難民である人々は、山地民博物館の

存在自体を全く認識せず、タイ社会の周縁

で形成されている「山地民」という社会単

位やその構成員との関係がほとんど断絶し

ていることがわかる。

　この一方で、「山地民」というアイデン

ティティを持たない町住みの地元住民は、

山地民博物館の存在は知っているが、外国

人観光客のための施設として認識してお

り、自分たちが娯楽や教養のために訪れる

場所という認識は持っていない。こうした

人々は一様に「（山地民博物館というところ

が）あることは知っているが、行ったこと

はない／別に行きたいとも思ったことがな

い」という反応を示す。こうした人々にとっ

て、「山地民」という存在は、観光の文脈で

語られるように、見るに値する変わったも

の、もしくは古きよき時代の生活を守って

いる素朴な人々、というイメージは共有さ

れていないことがわかる。

　また同じ「地元住民」であっても、観光

ミドルマンの人々は、外国人観光客として

の筆者の質問に一様に、「山地民博物館は興

味深いところであり、見るに値するところ。

『山地民』の文化をいろいろな人々に知って

もらうためにはよい場だ」という反応を示

す。しかし、そのように山地民博物館に対

して肯定的な反応を示すミドルマンの人々

に対して、「山地民博物館には何があるので

すか」という質問をすると、それに対して

返ってくる答えが「『山地民』の人たちがい

て、衣装や工芸品を売っている」といった

事実とかけ離れたものであったり、「『山地

民』の人たちについて、色々なことがわか

る」という極めて中傷的な答えでしかない。

ここから、観光ミドルマンの人々も、自分

自身が山地民博物館を訪れたことがないと

いう点では、ほかの「地元住民」の人々と

なんら変わらないことがわかる。

　さらに、外国人観光客の人々は、山地民

博物館について聞かれたとき、「ためになる

場所」「『山地民』についていろいろ知るこ

とができる場所」として語る。また、ここ

で特に興味深かったのが、「トレッキング・

ツアーで本物を見たのだから、いまさら博

物館に行く必要はない」という、トレッキ

ング・ツアーを通じて得る「山地民」に関

する知識を、博物館で得られる知識より上

位に位置づけている人々が存在することで

ある。ここからは、トレッキング・ツアー

を通じて得る「山地民」の情報は、真正性

が高いために価値が高いという認識が、観

光客の中に存在することを意味していると

いえよう。

　つまり、同じ山地民博物館という場に対

する認識も、各主体によって、認識のされ

方が異なるのである。以上のように見てい

くと、山地民博物館をめぐる認識および認
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識度は、同じチェンマイ市内にいる人々で

あっても、それぞれの立場によって異なる

ということができる。では、これは、エス

ニック・ミュージーアムをめぐる表象と、そ

れがエスニック・マイノリティー社会に与

える影響に、どのように働いているのだろ

うか。この点の詳しい分析については、別

稿に譲ることとする。

おわりに

　これまで見てきたインタビュー調査結果

の整理から、以下の 5 つの特徴が挙げられ

た。まず 1 つめは、「地元一般住民」として

情報を発信する人のうち、「山地民」として

の主観も併せ持つ人々の存在である。また 2
つめは、観光産業に直接的に携わる旅行代

理店社員やトレッキング・ツアーガイドと

いった観光ミドルマンと、観光産業の問題

点を指摘する側にある博物館員という、2 種

類の観光ミドルマンに共通する、被保護者

としての「山地民」表象のあり方であった。

また 3 つめは、観光客自身の所属社会にお

ける立場の違いが、観光客の「山地民」認

識に対して影響を与えるという点である。

そして 4 つめにわかったことは、外部者が

行う「山地民」というカテゴライズは、外

部者によってカテゴライズされている人々

自身にとっても同一のカテゴライズが認識

されていたり、実態として機能しているわ

けではないという点である。さらに 5 つめ

は、山地民博物館を例とした、外部者の手

によるエスニック・ツーリズム上の観光資

源としての「山地民」関連機関に対する、外

部者が「山地民」とカテゴライズする人々

の中の認識の違いである。

　こうして浮かび上がってきた、「山地民」

と観光をめぐる異なる主体間の認識の相違

は、果たして北タイ地域社会における観光

とエスニック関係にどのような影響を与え

ているのだろうか。その点について、次稿

以降で詳細に検討していきたい。
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図表 1：山地民人口統計（2002 年度）

（出典：『thamniap chonbon pwnthisung 20cangwat naiprathetthai P.S. 2545』）

民族名 人口

カレン 438,131

モン 153,955

ミエン 45,571

アカ 68,653

ラフ 102,876

リス 38,299

ルア 22,260

ティン 42,657

カム 10,573

ムラブリ（ピートンルアン） 282

山地民グループ合計 923,257

パローン 2,324

トンスー 226

タイルー 3,780

チンホー 26,325

タイヤイ 21,411

クメール 1

チン 4,376

ビルマ 1,237

モン 6,825

ラオ 104

その他 563

少数民族グループ合計 67,172

高地居住タイ 212,720

総計 1,203,149
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市
場

に

新
年

の
衣

装
を

作
る

た
め

の
買

い
物

に
来

て
い

た
人

）

リ
ス

チ
ェ

ン
ダ

オ
の

博
物

館
で

し
ょ

。
チ

ェ
ン

マ
イ

で
も

知
ら

れ
て

い
る

と
は

、
有

名
な

ん
だ
ね

。

外
国

人
観

光
客

が
来

る
村

も
あ

る
こ

と
は

知
っ

て
い

る
。

で
も

詳
し

い
こ

と
は

知
ら

な
い

。

よ
く

知
ら

な
い

「
山

地
民

」
に

は
、
山

に
い

る
人

も
い

る
し
、

町
に

い

る
人

も
い

る
。

ど
こ

で
ど

の
よ

う
な

生
活

を
し

て
い

る
か

は
、
人

そ
れ

ぞ
れ

だ
。

8
女

20
代

農
民
（

市
場

に

新
年

の
衣

装
を

作
る

た
め

の
買

い
物

に
来

て
い

た
人

）

リ
ス

チ
ェ

ン
ダ

オ
に

あ
る

や
つ

ね
。

入
っ

た
こ

と
は

な
い

け
ど

、
知
っ

て
い
る

よ
。

村
に

よ
っ

て
は

た
く

さ
ん

外
国

人
観

光
客

が
来

る
。

で
も

自
分

の
村

の
近

所
に

は
そ

う
い

う
村

は
な

い
。

よ
く

知
ら

な
い

9
女

10
代

農
民
（

市
場

に

新
年

の
衣

装
を

作
る

た
め

の
買

い
物

に
来

て
い

た
人

）

リ
ス

そ
う
（
山

地
民
博

物
館
と

）

い
っ

た
場

所
が

あ
る

こ
と

は
知

っ
て

い
る

け
れ

ど
、

行
っ

た
こ

と
は

な
い

。
ど

こ
に

あ
る

の
か
、

詳
し

い

こ
と

は
よ

く
わ

か
ら

な

い
。

よ
く

知
ら
な

い
頭

の
い

い
子

は
、

町
の

学

校
に

行
っ

て
い

る
。

私
は

バ
カ

だ
か

ら
、

村
に

帰
っ

て
き

ち
ゃ

っ
た

。

10
女

30
代

土
産

物
売

り

（
昼

間
、
市

場
の

道
端

で
）

ア
カ

（
ビ

ル
マ

か
ら

来
て

10
年

）

知
ら

な
い

知
ら

な
い

知
ら

な
い

山
か

ら
来

た
人
。

11
女

30
代

土
産

物
売

り

（
昼

間
、
市

場
の

道
端

で
）

ア
カ

（
ビ

ル
マ

か
ら

来
て

10
年

）

知
ら

な
い

知
ら

な
い

知
ら

な
い

山
か

ら
来

た
人
。

12
女

30
代

土
産

物
売

り

（
昼

間
、
市

場
の

道
端

で
）

ア
カ

（
ビ

ル
マ

か
ら

来
て

5
年

）

知
ら

な
い

知
ら

な
い

知
ら

な
い

チ
ェ

ン
マ

イ
の

町
の

中

に
、

た
く

さ
ん

い
る

人
た

ち
。

13
女

30
代

土
産

物
売

り

（
夜

、
観

光
施
設

で
）

リ
ス
（

町
の

学
校
を

出
た
）
「

山
地
民

」
の

こ
と
を

知
ら

な
い

人
が

、
自

分
た

ち
の

儲
け

の
た

め
に

勝
手

に

「
山

地
民

」
の

イ
メ
ー

ジ
を

飾
っ

て
儲
け

て
い
る

。

ト
レ

ッ
キ

ン
グ

・
ツ

ア
ー

と
い

う
の

は
、
あ

く
ど

い

旅
行

業
者

た
ち

が
儲

け
て

い
る

。

山
の

こ
と

を
何

も
知

ら
な

い
人

々
が

、
好

き
勝

手
な

話
を

適
当

に
つ

く
っ

て
儲

け
て

い
る

。

14
女

20
代

土
産

物
売

り

（
夜

、
観

光
施
設

で
）

リ
ス
（

山
で
育

っ
た
）

知
ら

な
い

よ
く

わ
か

ら
な

い
知

ら
な

い

N
o

日
性

年
職

業
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
博

物
館

ト
レ
ッ

キ
ン

グ
ミ

ド
ル

マ
ン

山
地

民
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15
2

男
10

代
専

門
学

校
学

生
カ

レ
ン

「
山

地
民

」
の

文
化
を

学
べ

る
と

こ
ろ

。
伝

統
文

化
を

伝
え

て
い

く
の

に
よ

い
と

こ
ろ

だ
と
思

う
。

16
男

10
代

専
門

学
校
生

カ
レ
ン

あ
る

こ
と

は
知

っ
て

い
る

け
れ

ど
、
別

に
行

っ
た

こ

と
は

な
い
。

17
女

50
代

物
売

り
（

夜
、
観

光
施

設
で

）

リ
ス

本
物

は
あ

ん
な

と
こ

ろ
に

は
な

い
。

「
山
地

民
」
の
中

の
一

部
の

人
た

ち
が

町
の

人
と

つ
る

ん
で

儲
け

て
い

る
ん

だ
。

村
の

中
の

悪
い

奴
が

、
町

の
悪

い
奴

と
組

ん
で

儲
け

て
い

る
ん

だ
。

18
男

20
代

学
生

カ
レ
ン

知
っ

て
い

る
。

行
っ

た
こ

と
は

な
い

が
、
「

山
地

民
」

の
文

化
を

み
ん

な
に

知
っ

て
も

ら
う

の
に

い
い

場
所

だ
と

思
う
。

い
く

つ
か

の
村

へ
行

っ
て

い
る

よ
う

だ
が

、
自

分
は

直
接

は
関

わ
り

が
な

い
の

で
何

と
も

言
え

な
い

。

ガ
イ

ド
と

言
え

ば
高

給
取

り
だ

。
な

れ
る

も
の

な
ら

ば
自

分
も

な
り

た
い

が
、

英
語

力
が

足
り

な
い

の
が

残
念

だ
。

普
通

に
チ

ェ
ン

マ
イ

に
た

く
さ

ん
い

る
人
。

彼
ら

の

中
に

は
、
両

親
の

家
が

山

に
あ

る
人

も
い

る
。

し
か

し
、

両
親

の
家

が
田

舎
に

あ
っ

て
チ

ェ
ン

マ
イ

に
住

ん
で

い
る

人
と

い
う

の
普

通
の

話
だ

。

19
男

10
代

ウ
ェ

イ
タ
ー

山
の
人

知
っ

て
い

る
。

あ
ち

こ
ち

に
沢

山
あ

る
。

自
分

は

行
っ

た
こ

と
が

な
い

が
、

「
山

地
民

」
の

文
化
を

知
る

に
は

い
い

場
所

だ
と

思

う
。

で
も

、
自

分
は

「
山

地
民

」
だ

か
ら

、
わ

ざ
わ

ざ
博

物
館

に
行

か
な

く
て

も
文

化
を

よ
く

知
っ

て
い

る
か

ら
、
行

く
必

要
が

な

い
。

西
欧

人
観

光
客

が
い

く
つ

か
の

村
に

行
っ

て
い

る
よ

う
だ

。
自

分
は

そ
れ

に
つ

い
て

よ
く

は
知

ら
な

い
。

山
の

村
に

つ
い

て
何

も
し

ら
な

い
人

た
ち

だ
。

20
女

40
代

物
売

り
山

の
人

知
っ

て
い

る
け

れ
ど

、

行
っ

た
こ
と

は
な
い

。「
山

地
民

」
文

化
を

知
り

た
け

れ
ば

、
い

い
所

な
の

で
は

な
い

か
。

知
ら

な
い

よ
く

知
ら
な

い
チ

ェ
ン

マ
イ

市
内

や
チ

ェ

ン
マ

イ
の

周
り

に
、

普
通

に
い

く
つ

も
村

が
あ

っ

て
、「

山
地

民
」
も

沢
山

い

る
。

N
o

日
性

年
職

業
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
博

物
館

ト
レ
ッ

キ
ン

グ
ミ

ド
ル

マ
ン

山
地

民
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図
表

3：
外
国
人
観
光
客

へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

結
果

N
o

日
性

年
ト

レ
ッ

キ
ン

グ
博

物
館

そ
の

他
山
地

民

1
12

/2
1

女
10

代
後

半
（
ベ

ル
ギ

ー
人

）
感

動
し

た
。

自
然

を
感

じ
た

。
存

在
は

知
っ

て
い

る
が

、
行

っ
て

い
な

い
。

知
ら

な
い

2
女

10
代

後
半

（
ベ

ル
ギ
ー

人
）

「
山

地
民
」
へ

寄
付
（

do
na

te
）
で

き
た
。

自
分

た
ち

が
参

加
し

た
ト

レ
ッ

キ
ン

グ

ツ
ア
ー

は
、
人

よ
り
高

い
値
段

を
払
っ

た

が
、
そ

れ
は
ツ

ア
ー
を

主
催
し

た
N

G
O

が
「
山

地
民
」
へ

還
元

し
て
く

れ
る
の

で

よ
か
っ

た
。

存
在

は
知

っ
て

い
る

が
、

行
っ

て
い

な

い
。

知
ら

な
い

3
女

10
代
後

半
（
ベ

ル
ギ

ー
人

）
見

識
が

広
が

っ
た

。
存

在
は

知
っ

て
い

る
が

、
行

っ
て

い
な

い
。

知
ら

な
い

4
22

男
20

代
（

ド
イ

ツ
人

）
非

常
に

良
か
っ

た
。
ジ

ャ
ン
グ

ル
の
中

を

筏
で
下

っ
た
り

、
山
岳

少
数
民

族
の
老

婆

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
っ

た
り
、

貴
重
な

経
験
を

た
く
さ

ん
で
き

た
。

あ
る

の
は
知

っ
て

い
る

が
、
行

っ
て

い
な

い
。

山
奥

で
、
静

か
な

生
活

を
送

っ
て

い
る

人

び
と

5
23

男
60

代
（

カ
ナ

ダ
人

／
東

欧
か
ら

カ
ナ

ダ

へ
の

移
民
：
妻

と
の

会
話

は
英
語

で
も
仏

語
で

も
な

い
母

国
語

）

あ
あ
い

う
の
は

、
好
き

じ
ゃ
な

い
。
山

奥

で
静

か
に

生
活

し
て

い
る

人
た

ち
を

見

世
物
に

し
て
、
彼

ら
の

静
か
な

生
活
を

乱

し
て

い
る

の
だ

か
ら
。

あ
あ

い
う

の
は
、

世
界

中
ど

こ
に

行
っ

て
も

あ
る

と
い

え

ば
あ
る

の
だ
が

、
罪
な

こ
と
だ

よ
。

行
っ

た
か
も

し
れ

な
い

が
、
あ

れ
が

そ
う

だ
っ

た
の
か

？
印

象
に

な
い

。

知
ら

な
い

6
女

60
代

（
カ

ナ
ダ

人
／

東
欧

か
ら

カ
ナ

ダ

へ
の

移
民
：
夫

と
の

会
話

は
英
語

で
も
仏

語
で

も
な

い
母

国
語

）

特
別
魅

力
的
な

も
の
は

何
も
な

か
っ
た

。
行
っ

た
か
も

し
れ

な
い

が
、
あ

れ
が

そ
う

だ
っ

た
の
か

？
印

象
に

な
い

。

知
ら

な
い

7
24

男
30

代
（

イ
ギ

リ
ス

人
）

哀
れ
に

感
じ
た

。
人
間

の
写
真

を
動
物

の

よ
う
に

撮
る
人

々
に
憤

り
を
感

じ
た
。
自

分
は
写

真
を
撮

ら
な
か

っ
た
。
金

を
恵

む

と
い
う

行
為
は

嫌
だ
っ

た
の
で

、
そ

の
代

わ
り
に

み
や
げ

物
を
買

っ
た
。
こ

う
す

れ

ば
、
対

等
な
関

係
の
ま

ま
彼
ら

に
金
が

渡

る
か
ら

。
そ
の

代
金
は

、
彼
ら

自
身
や

家

族
の

た
め

に
使

っ
て

ほ
し

い
と

い
う

願

い
を
込

め
て
。

行
っ

て
い
な

い
。

知
ら

な
い
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8
25

女
20

代
（

ア
メ

リ
カ

人
）

す
ご
く

違
う
と

思
っ
た

。
こ
ん

な
生
活

も

あ
る
の

か
と
思

っ
た
。
自

分
に

は
絶
対

で

き
な
い

。

行
っ

て
い

な
い

わ
。
（
チ

ェ
ン

マ
イ

に
）

着
い

た
次
の

日
に

ま
ず

ト
レ

ッ
キ

ン
グ
・

ツ
ア

ー
で
山

に
2
泊

3
日

も
行

っ
て

し

ま
っ

て
ね

。
本

物
を

見
て

き
た

の
だ

か

ら
、
今

更
博

物
館

に
行

く
の

も
馬

鹿
ら

し

い
で

し
ょ
。

知
ら

な
い

9
女

60
代
（

ア
メ
リ

カ
人

）
素

晴
ら

し
か

っ
た

（
博

物
館

で
）
わ

た
し

の
国

の
先

住
民

（
N

at
iv

e 
Pe

op
le
）

と
あ

ま
り

に
も

共
通

点
が

多
く
て

驚
い

て
い

る
と

こ
ろ

よ
。
ア

メ
リ

カ
ン

・
イ

ン
デ

ィ
ア

ン
の

人
々

と
、

顔
の

広
さ
－

目
と

目
が

離
れ

て
、
横

に
だ

だ
っ

広
い
－

な
ど

な
ど

の
特

徴
が

、
そ

っ

く
り

な
の
。
ア

メ
リ

カ
ン
・
イ

ン
デ

ィ
ア

ン
の

人
々
は

、
氷

河
期

に
ベ

ー
リ

ン
グ

海

峡
を

渡
っ
て

き
た

と
い

う
か

ら
、
ア

メ
リ

カ
大

陸
を
南

下
し

た
後

、
今

で
言

う
太

平

洋
の

南
洋

諸
島

の
あ

た
り

も
氷

で
繋

が
っ

て
い
た

の
を

歩
い

て
き

て
、
タ

イ
ま

で
や

っ
て
来

た
に

違
い

な
い

わ
。
先

住
民

の
人

々
の
血

統
は

、
ひ

と
つ

に
違

い
な

い

わ
。
こ

こ
（

＝
こ

の
山

地
民

博
物

館
）
に

来
た

こ
と
で

、
び

っ
く

り
す

る
よ

う
な

発

見
を

し
て
し

ま
っ

た
わ

。
え

え
、
す

ご
く

興
味

深
か
っ

た
わ

、
こ

こ
に

来
て

。

こ
れ

ま
で

何
も

知
ら

な
か

っ
た

が
、
知
り

た
い

10
男

10
代

（
オ

ー
ス

ト
ラ
リ

ア
人
）

こ
れ
か

ら
行
く

の
が
楽

し
み
だ

。
（

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
の

）
ア

ボ
リ

ジ
ニ

た

ち
と

ま
た
違

う
、
興

味
深

い
文

化
や

生
活

習
慣

が
あ
る

の
を

知
る

こ
と

が
で

き
た

。

知
ら

な
い

11
男

40
代

（
オ

ー
ス

ト
ラ
リ

ア
人
）

こ
れ
か

ら
行
く

の
が
楽

し
み
だ

。
大
変

興
味
深

い
が

、
予

想
し

て
い

た
の

よ

り
小

さ
な
博

物
館

で
が

っ
か

り
し

た
。
彼

ら
の

結
婚
式

や
葬

式
と

い
っ

た
儀

礼
・
儀

式
（

ce
re

m
on

y）
に

つ
い

て
も

っ
と

展
示

や
解

説
が
あ

れ
ば

、
も

っ
と

興
味

深
か

っ

た
。
そ

う
い

っ
た

こ
と

に
つ

い
て

も
知

り

た
い

。

知
ら

な
い

N
o

日
性

年
ト

レ
ッ

キ
ン

グ
博

物
館

そ
の

他
山
地

民
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12
女

30
代

（
ス

イ
ス

人
）

素
晴
ら

し
か
っ

た
。
自

然
と
触

れ
ら
れ

た

こ
と
も

、
こ
こ

で
し
か

会
え
な

い
不
思

議

な
民

族
の

人
々

に
会

い
に

行
っ

た
こ

と

も
。

と
て

も
よ
い

。
彼

ら
の

生
活

様
式

が
そ

の

ま
ま

再
現

さ
れ

て
い

る
部

分
が

気
に

入
っ

た
（
竈

を
し

つ
ら

え
て

あ
る

部
分

の

こ
と

を
指
し

て
い

る
）
。

13
男

40
代

（
ス

イ
ス

人
）

と
て
も

よ
か
っ

た
。
自

分
の
一

生
の
う

ち

に
、
本

物
の
首

長
族
を

見
る
こ

と
が
あ

る

と
思

っ
て

い
な

か
っ

た
。

大
変

な
驚

き

だ
っ
た

。

と
て

も
興

味
深

く
て

気
に

入
っ

た
。

た

だ
、
首

長
族

に
つ

い
て

の
展

示
が

少
な

い

の
が

惜
し
い

こ
と

だ
。
あ

あ
し

た
神

秘
的

で
世

界
に

例
を

み
な

い
風

習
を

持
つ

民

族
に

つ
い
て

は
、
も

っ
と

詳
し

く
展

示
を

す
べ

き
だ
。

よ
く

知
ら

な
い

が
、
（

ト
レ

ッ
キ

ン
グ

に

参
加

し
て

）
興

味
を

持
っ

た
の

で
、
い

ろ

い
ろ

知
り

た
い

と
思

っ
て

い
る
。
（
ト

レ
ッ

キ
ン

グ
で

訪
れ

た
）
首

長
族

の
村

で

は
、

男
性

は
一

人
も

見
か

け
な

か
っ

た
。

と
て

も
不

思
議
な

こ
と
だ

。
何

か
神

秘
的

な
理

由
が

あ
る

の
だ

ろ
う

か
。

知
り

た

い
。

14
26

女
30

代
（

ド
イ

ツ
人

）
素

晴
ら

し
い
経

験
だ
っ

た
。
雄

大
な
大

自

然
の
中

に
静
か

に
暮
ら

す
「
山

地
民
」
の

人
々
の

生
活
に

感
銘
を

受
け
た

。
象

に
乗

れ
た

の
は

長
年

の
夢

が
か

な
っ

て
幸

せ

だ
っ
た

。

行
っ

て
い
な

い
。
博

物
館

を
見

て
も

つ
ま

ら
な

い
。

本
物

を
先

に
見

に
行

っ
て

し

ま
っ

た
か
ら

。

竹
の

固
い

床
の

上
に

、
ご

ろ
り

と
寝

て
い

る
、

信
じ

ら
れ

な
い

く
ら

い
原

始
的

（
pr

im
iti

ve
）

な
人

々
。

自
分

は
あ

ん
な

生
活

は
で

き
な

い
。

15
27

男
70

代
（

イ
ギ
リ

ス
人

）
と

て
も

よ
か

っ
た

。
行

っ
て

い
な

い
が

、
非

常
に

よ
い

ら
し

い
。

子
供

が
、
山

の
斜

面
を

ダ
ン

ボ
ー

ル
紙

に

乗
っ

て
滑

っ
て

お
り

、
ど

ろ
ど

ろ
で

あ
っ

て
も

本
当

に
幸

せ
そ

う
に

瞳
が

輝
い

て

い
た

。
あ

れ
は

、
自

分
の

祖
国

イ
ギ

リ
ス

で
は

既
に

見
ら

れ
な

く
な

っ
て

し
ま

っ

た
「

幸
せ
」
の
情

景
だ
。
し

か
し
、
彼
ら

の
生

活
の

中
に

も
既

に
テ

レ
ビ

が
あ

っ

た
り

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

品
を

使
っ

て
い

た
り

し
て

、
昔

の
ま

ま
の

生
活

と
い

う
わ

け
に

は
行

か
な

い
。
で

も
、
自

分
た

ち
の

昔
な

が
ら

の
生
活

を
守
り

、
町

の
人

々
か

ら
搾

取
さ

れ
な

い
よ

う
に

す
る

た
め

、
山

の
上

で
の

生
活

を
守

っ
て

い
る

の
だ

。

16
男

10
代

（
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

人
）

素
晴

ら
し

か
っ

た
。
あ

ん
な
人

生
を
許

さ

れ
る

人
が

現
代

社
会

に
存

在
す

る
と

は

驚
き
だ

っ
た
。

ま
だ

行
っ

て
い

な
い

が
、
（

村
の

生
活

を

見
て

）
ぜ
ひ

行
っ

て
み

た
い

と
思

う
。

彼
ら

は
、
山

か
ら

降
り

た
い

と
も

思
っ

て

い
な

い
人

々
だ

し
、
自

分
は

、
彼

ら
が

絶

対
に

山
か

ら
降

り
て

き
て

は
い

け
な

い

と
思

う
。
彼

ら
の

素
晴

ら
し

い
生

活
が

破

壊
さ

れ
て

し
ま

う
の

を
見

る
の

は
忍

び

な
い

。

N
o

日
性

年
ト

レ
ッ

キ
ン

グ
博

物
館

そ
の

他
山
地

民
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17
31

男
60

代
（

日
本

人
）

大
し
た

こ
と
は

な
か
っ

た
。
い

か
に
も

観

光
客
向

け
に
作

ら
れ
た

感
じ
が

し
た
。

大
し

た
も

の
は

な
か

っ
た
。

大
し

た
こ

と
は

な
か

っ
た

。
「

山
地

民
」

の
村

と
言

っ
て

連
れ

て
行

か
れ

た
ら

、
土

産
物

屋
ば

か
り

だ
っ

た
（

行
き

先
＝

ド
ー

イ
プ

イ
）
わ

ざ
わ

ざ
行

く
だ

け
時

間
の

無

駄
。

18
女

60
代
（

日
本
人

）
い

か
に

も
観

光
客

向
け

の
感

じ
が

し
た

。
小

さ
く

て
、

大
し

た
も

の
は

置
い

て
な

い
。

大
し

た
こ

と
は

な
い

村
だ

っ
た

。

19
男

10
代
（

マ
レ
ー

シ
ア

人
）

ど
こ

に
で

も
あ

る
感

じ
の

観
光

地
だ

っ

た
。
あ

あ
い
う

の
は
、
中

国
や

、
ど
こ

に

行
っ
て

も
よ
く

見
ら
れ

る
か
ら

、
み

ん
な

一
緒
に

な
っ
て

し
ま
う

。

行
っ

て
い
な

い
。

知
ら

な
い

。

20
男

40
代

（
マ

レ
ー

シ
ア
人

）
ま

ぁ
、
あ

ん
な

も
の

だ
ろ

う
。
「

首
長

族

の
村
」

に
土
産

物
屋
し

か
な
か

っ
た
が

。

行
っ

て
い
な

い
。

東
南

ア
ジ

ア
を

、
国

境
を

関
係

な
く

焼
畑

を
し

て
回

る
民

族
の

ひ
と

つ
だ

ろ
う

。
し

か
し

詳
し

い
こ

と
は

知
ら

な
い

。

N
o

日
性

年
ト

レ
ッ

キ
ン

グ
博

物
館

そ
の

他
山
地

民
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図
表

4:
「

町
の
人
」
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

結
果

N
o

日
性

年
職
業

ア
イ

デ
ン

テ
ィ
テ

ィ
博

物
館

そ
の

他
山

地
民

1
12

/2
1

男
30

代
書

店
店

員
町
の

人
（
中

国
系
、
チ

ェ

ン
マ

イ
生
ま

れ
、
チ

ェ
ン

マ
イ

育
ち
）

行
っ

た
こ

と
は

あ
る

。
い

ろ
い

ろ
な
も

の
が
見

ら

れ
る

。
興
味

深
い
と

こ
ろ
（
本

当
に
行

っ
た
こ

と

は
な

さ
そ

う
な

曖
昧

な
話
し

ぶ
り
）
。

町
の

人
が

も
う

し
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

生
活

を
、
今

で
も

し

て
い

る
人

2
女

20
代

レ
ス

ト
ラ

ン

店
員

町
の

人
（
チ

ェ
ン
マ

イ
郊

外
）

行
っ

た
こ

と
は

な
い

け
れ
ど

、
あ

る
の

は
知

っ
て

い
る

。
山
地

民
博
物

館
と
い

う
の
は

、
チ

ェ
ン

マ

イ
の

町
の

中
に

も
外

に
も
沢

山
あ
る

。

山
に

い
る
人

3
22

男
30

代
ト

ゥ
ク

ト
ゥ

ク
運

転
手

町
の

人
（
チ

ェ
ン
マ

イ
郊

外
）

行
っ

た
こ

と
が

あ
る

。「
山

地
民
」
の

帽
子

や
バ

ッ

グ
が

色
々

買
え

る
。

い
い
と

こ
ろ
。

山
の

上
に

い
る

人
。

自
分

と
あ

ん
ま

り
変

わ
ら

な
い
。

み
ん

な

町
の

学
校

へ
来

て
勉

強
し

て
い

る
の

で
、

言
葉

も
話

せ
る

。

4
23

男
40

代
カ

ン
ト

ー
ク

デ
ィ

ナ
ー
・
レ

ス
ト

ラ
ン

運

転
手

町
の

人
（
チ

ェ
ン
マ

イ
郊

外
、

4
年
間

の
中
東

出
稼

ぎ
経

験
あ
り

）

（
自

分
も

）
行

く
よ
、

行
く

よ
。

時
々

子
供

た
ち

を
連

れ
て

行
く

。
「

山
地

民
」
の

人
が

い
て
、

彼

ら
の

古
い

文
化

を
知

る
こ
と

が
で
き

る
。

そ
こ

ら
中

に
い

る
人

。
う

ー
ん

。
何

が
自

分
た

ち
と

違
う

の
か

。

服
が

全
然

違
う

。
観

光
開

発
か

ら
「

山
地

民
」

が
利

益
を

得
て

い
る

か
に

つ
い

て
は

、
写

真
を

撮
ら

せ
た

り
土

産
物

を
売

っ
た

り
す

る
の

で
、
「

山
地

民
」

も
観

光
に

よ
っ

て
潤

っ
て

い
る

。

5
男

30
代

ゲ
ス

ト
ハ

ウ

ス
・
ス

タ
ッ

フ

町
の

人
（
チ

ェ
ン
ラ

イ
で

生
ま

れ
、
チ

ェ
ン
マ

イ
の

町
で

仕
事
を

し
て

10
年

以
上

）

行
っ

た
こ

と
が

あ
る
。

い
い

と
こ

ろ
だ
。
「

山
地

民
」
に

つ
い

て
知
り

た
か
っ

た
ら
、
あ

そ
こ
へ

行

け
ば

、
何
で

も
い
ろ

い
ろ
あ

る
（

実
際

に
は
行

っ

た
こ

と
な

さ
そ

う
な

あ
い
ま

い
な
話

し
ぶ
り

）
。

山
の

上
に

い
る

。
（

本
人

た
ち

と
何

が
番

う
の

か
と

言
わ

れ
る

と
、
答
え

に
詰

ま
る

。
）
衣

装
が

違
う

。
い

ろ
い

ろ
、
違

い
が

あ

る
人

。

6
24

男
40

代
乗

合
タ

ク

シ
ー

運
転

手

町
の

人
（
チ

ェ
ン
マ

イ
郊

外
）

欧
米

人
（
観

光
客
）
が

よ
く
行

く
と
こ

ろ
。
自

分

も
行

っ
た

こ
と

が
あ

る
。

い
い

と
こ

ろ
だ

っ
た
。

本
物

の
「
山

地
民
」
が

い
っ
ぱ

い
い
て

、
工
芸

品

な
ん

か
を

売
っ

て
い

る
。
「
山

地
民

」
の

文
化

を

知
り

た
か

っ
た

ら
、
ド

ー
イ

プ
イ
、
博

物
館
、
ト

レ
ッ

キ
ン

グ
に

行
け

ば
い
い

。
ド

ー
イ

プ
イ

だ
っ

て
、

自
然

の
ま

ま
、

昔
の
ま

ま
の
文

化
だ
。

遠
く

の
山

間
に

住
ん

で
い

る
、

中
国

と
か

か
ら

来
た

人
。
北

タ

イ
語

は
難

し
い

の
で

話
せ

な
い

人
も

い
る

が
、
み

ん
な

学
校

で

勉
強

す
る

の
で

タ
イ

語
は

話
す

。
山

の
上

に
も

学
校

が
あ

っ
て

、

み
ん

な
行

っ
て

い
る

。

7
男

20
代

前
半

観
光

客
向

け

レ
ス

ト
ラ

ン

店
員

町
の

人
（
チ

ェ
ン
ラ

イ
で

育
ち

、
チ
ェ

ン
マ
イ

へ
働

き
に

来
て

7
年

）

知
ら

な
い
（

聞
い
た

こ
と
は

あ
る
が

、
場

所
は

知

ら
な

い
）

山
の

方
に

住
ん

で
い

る
人

た
ち

の
こ

と
。

自
分

が
子

供
時

代

育
っ

た
チ

ェ
ン

ラ
イ

の
家

で
は

、
よ

く
山

へ
鳥

を
撃

ち
に

行
っ

た
の

で
、「

山
地

民
」
の

村
の

辺
り

へ
も

よ
く

行
っ

た
。
子

供
の

頃
は

、「
山

地
民

」
の

人
と

も
普

通
に

知
り

合
い

だ
っ

た
。
向

こ

う
は

、
い

ろ
ん

な
言

葉
を

し
ゃ

べ
っ

た
も

の
だ

。
で

も
、

自
分

た
ち

と
は

全
然

違
う

の
は

確
か

。
食

べ
物

が
変

だ
し
。

汚
い

も

の
を

平
気

で
食

べ
る

。
で

も
今

は
、
山

の
村

も
開

発
が

進
ん

で

衛
生

や
教

育
も

向
上

し
て

い
る

（
蔑

視
し

て
い

る
こ

と
を

質
問

者
に

隠
し
、

発
展

し
て

い
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
こ

と
を

示

す
こ

と
で

、
自

分
の

価
値

を
高

め
よ

う
と

し
て

い
る

様
子

）
。
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8
女

40
代

地
元

小
料

理

店
（

ナ
イ

ト
バ

ザ
ー

ル
裏

）
店

員

町
の

人
（
チ

ェ
ン
ラ

イ
で

育
ち

チ
ェ

ン
マ

イ
へ

嫁

に
来

て
20

年
の

人
）

知
ら

な
い
（

聞
い
た

こ
と
が

あ
る
が

、
場

所
は

知

ら
な

い
）

（
道

を
歩

く
人

の
衣

装
を

見
て

、
「

あ
の

人
は

パ
ヨ

ー
。

イ
コ

ー

で
も

カ
リ

ア
ン

で
も

な
い

わ
ね

」
な

ど
民

族
を

区
別

し
て

く
れ

る
。
こ

れ
は

、
学

術
的

な
区

別
と

は
別

の
区

別
で

あ
る

）
。
週
に

2
回

く
ら

い
、
遠

く
の

山
か

ら
下

り
て

き
て

、
物

売
り

を
し

て
い

く
。
遠

い
の

で
、
ち

ょ
く

ち
ょ

く
は

来
ら

れ
な

い
。
言

葉
は

は
っ

き
り

し
な

い
の

で
、

話
せ

ば
「

山
地

民
」

だ
と

わ
か

る
。

9
女

60
代

洋
裁

屋
店
主

町
の

人
（
チ

ェ
ン
マ

イ
市

内
）

知
ら

な
い

（
聞

い
た

こ
と
が

な
い
）

ナ
イ

ト
バ

ザ
ー

ル
で

物
売

り
を

し
て

い
る

人
々

。

10
女

20
代

喫
茶

店
店
員

町
の

人
（
チ

ェ
ン
マ

イ
市

郊
外

）

知
ら

な
い
（

聞
い
た

こ
と
は

あ
る
が

、
ど

こ
に

あ

る
の

か
は

知
ら

な
い

）

物
乞

い
。
働

く
気
が

な
い
。
山
に

い
て
も

食
べ
て

い
け
な

い
。
言

葉
（

タ
イ

語
の

発
音

）
が

は
っ

き
り

し
な

い

11
25

男
50

代
乗

合
タ

ク

シ
ー

運
転

手

北
部

人
（
チ

ェ
ン
マ

イ
市

内
）

ド
イ

ツ
人

が
大

好
き

な
と

こ
ろ

。
自

分
は

中
に

入
っ

た
こ

と
は

な
い

。
タ
イ

人
は
行

か
な
い

。
そ

の
辺

り
に

「
山

地
民

」
は

た
く

さ
ん

い
る

か
ら
、

わ
ざ

わ
ざ

行
こ

う
と

思
わ
な

い
。

「
山

地
民

」
の

村
々

も
、
現

在
で

は
ど

ん
ど

ん
開

発
が

進
み

、
生

活
は

す
っ

か
り

近
代

化
し

て
い

る
。「

山
地

民
」
で

も
若

い
世

代

の
日

と
は
、
み

ん
な

町
の

学
校

で
勉

強
し

に
来

て
い

る
か

ら
、
タ

イ
語

も
北

タ
イ

語
も

話
せ

る
。

そ
う

や
っ

て
町

で
勉

強
し

た
人

た
ち

は
、

そ
の

後
町

に
残

っ
て

、
働

い
た

り
し

て
い

る
。

ガ
ソ

リ
ン

ス
タ

ン
ド

と
か

が
多

い
。

北
タ

イ
人

の
若

者
は

み
ん

な
バ

ン
コ

ク
へ

出
て

行
っ

て
し

ま
い

、「
山

地
民

」
の

若
者

が
チ

ェ
ン

マ
イ

に
出

て
き

て
い

る
。

あ
ぁ

、
ど

う
し

て
同

じ
町

で
働

い
て

い
る

人
を
「

山
地

民
」

だ
と

わ
か

る
と

い
え

ば
、
彼

ら
は

も
と

も
と

「
山

地
民

」
語

を
母

語
と

す
る

人
た

ち
だ

か
ら

、
タ

イ
語

や
北

タ
イ

語
の

発
音

が
明

確
じ

ゃ
な

い
。
そ

う
、

ち
ょ

う
ど

外

国
人

の
あ

ん
た

み
た

い
な

感
じ

。
日

本
人

訛
り

、
中

国
人

訛
り

、

そ
れ

ぞ
れ

あ
る

の
と

同
じ

よ
う

に
、

外
国

人
そ

れ
ぞ

れ
の

訛
り

と
ま

た
違

う
「

山
地

民
」
の

訛
り

が
あ

る
。

ま
ぁ
、

あ
ん

た
の

い
う

と
お

り
、

見
掛

け
は

一
見

町
の

人
と

山
の

人
で

似
て

い
る

か
も

し
れ

な
い

が
、

言
葉

の
発

音
か

ら
わ

か
る

の
さ
。

ほ
か

に

ど
ん

な
違

い
が

あ
る

か
と

い
わ

れ
れ

ば
…

。
そ

れ
は

た
く

さ
ん

あ
る

。
昔

な
が

ら
の

服
や

祭
り

な
ん

か
は

全
然

違
う
。

生
活

の

仕
方

な
ん

か
も

、
そ

れ
ぞ

れ
違

う
。
「
山

地
民

」
の

人
た

ち
は

、

食
事

に
火

を
通

さ
ず

、
原

始
人

み
た

い
に

食
べ

る
。

生
肉

で
も

へ
っ

ち
ゃ

ら
で

食
べ

る
。

虫
で

も
火

も
通

さ
ず

そ
の

ま
ま

食
べ

る
。

町
の

人
で

あ
ん

な
食

事
を

食
べ

ら
れ

る
人

は
、

ま
ず

い
な

い
。

N
o

日
性

年
職
業

ア
イ

デ
ン

テ
ィ
テ

ィ
博

物
館

そ
の

他
山

地
民
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12
男

30
代

公
務

員
（

以

前
、
山

岳
地

帯

の
カ

レ
ン

の

村
で

、
教

員
を

し
て

い
た

こ

と
が

あ
る

）

北
部

人
（
チ

ェ
ン
マ

イ
市

郊
外

）

よ
い

と
こ

ろ
。

行
け

ば
面
白

い
と
思

う
。

「
山

地
民

」
語

な
ら

、
自

分
も

話
せ

る
。
カ

レ
ン

語
は

北
タ

イ
語

よ
り

ず
っ

と
構

造
が

単
純

な
の

で
、
簡

単
。

山
の

村
に

生
ま

れ

た
子

供
た

ち
は

、
村

で
一

生
を

終
え

る
の

が
普

通
。

わ
ざ

わ
ざ

町
へ

降
り

て
き

て
勉

強
し

よ
う

と
い

う
人

は
、
自

分
が

い
た

町

で
は

少
な

か
っ

た
。

13
26

女
20

代
事

務
員

イ
サ

ー
ン
人
（

コ
ン

ケ
ー

ン
か

ら
）
、

欧
米
人

（
観

光
客

）
の
フ

ィ
ア
ン

セ

知
ら

な
い

貧
し

く
、

汚
い

、
言

葉
が

わ
か

ら
な

い
人

た
ち

。
近

く
に

こ
ら

れ
た

ら
、

や
っ

ぱ
り

怖
い

と
感

じ
る

。
早

婚
多

産
。
タ

イ
人

で

は
な

い
人

た
ち

。

14
男

20
代

レ
ス

ト
ラ

ン

ウ
ェ

イ
タ

ー

チ
ェ

ン
ラ
イ

の
人

知
っ

て
い

る
が

、
行

っ
た
こ

と
は
な

い
。

ず
っ

と
ず

っ
と

遠
く

の
山

の
上

に
住

ん
で

い
る

人
た

ち
。
ビ

ル

マ
と

か
、

ほ
か

の
国

か
ら

や
っ

て
来

た
人

た
ち

。
彼

ら
は

、
タ

イ
語

で
も

ビ
ル

マ
語

で
も

な
い

、
自

分
た

ち
の

民
族
（

pa
w
）
語

を
話

す
。
で

も
彼

ら
の

村
々

も
、
今

は
も

う
王

室
や

タ
イ

政
府

の
努

力
の

お
か

げ
で

、
す

っ
か

り
発

展
し

て
い

る
。

今
は

み
ん

な
ち

ゃ
ん

と
学

校
へ

行
く

の
で

、
タ

イ
語

も
す

っ
か

り
上

手
に

話
す

。
衛

生
状

態
な

ん
か

も
す

っ
か

り
よ

く
な

っ
て

い
る

。
生

の
肉

を
食

べ
る

。
町

の
人

が
汚

く
て

と
て

も
食

べ
ら

れ
な

い
と

思
う

よ
う

な
も

の
を

、「
山

地
民

」
の

人
は

平
気

で
食

べ
る

。
そ

の
辺

、
ま

っ
た

く
異

質
な

文
化

だ
。

15
27

男
40

代
乗

合
い

タ
ク

シ
ー

運
転

手

町
の

人
（
チ

ェ
ン
マ

イ
市

内
）

行
っ

た
こ

と
は

あ
る
。

よ
く

欧
米

人
（

観
光

客
）

を
送

っ
て

い
く

。
見
る

価
値
の

あ
る
も

の
が
い

ろ

い
ろ

置
い

て
あ

る
。

（
「
山

地
民
」
と

い
う

の
は
、
）
山

の
上

の
人

の
こ

と
。
タ

イ
語

を

話
す

け
れ

ど
、
北

タ
イ

語
は

話
せ

な
い

。
タ

イ
語

も
発

音
が

は
っ

き
り

し
な

い
の

で
、

外
国

人
よ

り
下

手
で

、
す

ぐ
に

わ
か

る
。

16
男

50
代

乗
合

い
タ

ク

シ
ー

運
転

手

町
の

人
→
山

の
人

い
い

場
所

の
は

ず
。
自

分
は
入

っ
た
こ

と
は
な

い

け
れ

ど
、
客
と

し
て
西

欧
人
旅

行
客
を

た
く
さ

ん

連
れ

て
行

っ
た

こ
と

が
あ
る

。

今
は

も
う

、
貧

し
い

「
山

地
民
」

な
ん

て
い

な
い
。

み
ん

な
金

持
ち

に
な

っ
て

い
る

。
山

の
人

は
山

の
村

だ
け

に
い

る
の

で
は

な
く

、
そ
こ

ら
じ
ゅ

う
に
い

る
。
チ

ェ
ン

マ
イ
市

付
近
の

、
あ
っ

ち
こ

っ
ち

に
村

を
作

っ
て

い
る

。
け

れ
ど

も
、

山
の

人
も

町
に

来
た

ら
も

う
、

山
の

人
で

は
な

く
て

、
町

の
人

だ
。

17
29

男
30

代
乗

合
い

タ
ク

シ
ー

運
転

手

町
の

人
／

チ
ェ

ン
マ

イ

人

欧
米

人
（

観
光

客
）

や
日

本
人

が
好

き
な

と
こ

ろ
。

欧
米

人
（

観
光

客
）
、

日
本

人
や

マ
レ

ー
人

を
よ

く
送

っ
て

い
く

け
れ
ど

、
自

分
が

中
に

入
っ

た
こ

と
は

な
い

。

「
山

地
民

」
と

い
う

の
は

、
山

の
上

に
住

ん
で

い
る

人
で

、
町

の

中
で

は
会

え
な

い
。

タ
イ

語
も

北
タ

イ
語

も
は

っ
き

り
と

は
話

せ
な

い
（

発
音

が
明

瞭
で

な
い

）
。
ド

ー
イ

・
プ

イ
に

い
る

人
た

ち
。
中

国
人

と
同

じ
（

m
w

an
ka

n）
人

た
ち

。
何

が
中

国
人

と
同

じ
か

っ
て

？
－

顔
も

言
葉

も
中

国
人

と
同

じ
人

た
ち

。

18
男

50
代

乗
合

い
タ

ク

シ
ー

運
転

手

町
の

人
／

チ
ェ

ン
マ

イ

人

よ
く

欧
米

人
（

観
光

客
）
観

光
客

を
送

っ
て

い
く

が
、

自
分

が
中

に
入

っ
た
こ

と
は
な

い
。

ず
っ

と
ず

っ
と

遠
く

の
山

の
上

に
い

る
人

。
何

時
間

も
車

で
行

か
な

い
と

、
町

の
中

で
は

会
え

な
い

人
々

。

N
o

日
性

年
職
業

ア
イ

デ
ン

テ
ィ
テ

ィ
博

物
館

そ
の

他
山

地
民
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19
男

40
代

乗
り

合
い

タ

ク
シ

ー
運

転

手
／

市
役

所

職
員

（
兼

務
）

町
の

人
（
メ

ー
リ
ム
（

＝

チ
ェ

ン
マ

イ
郊

外
の

地

名
）

の
人
）

行
っ

た
こ

と
が

あ
る
。
「
山

地
民

」
の

文
化

に
つ

い
て

わ
か

る
色

々
な

物
品
が

展
示
し

て
あ
る

。

山
の

上
に

い
て

、
タ

イ
人

が
発

展
を

助
け

て
い

る
人

々
。（

自
分

も
毎

週
市

役
所

の
手

伝
い

と
し

て
彼

ら
の

村
へ

村
落

の
開

発
の

手
伝

い
に

行
く

）

20
男

10
代

ウ
ェ

イ
タ

ー

（
姉

が
、
チ

ェ

ン
マ

イ
の

観

光
代

理
店

の

店
主

を
し

て

い
る

）

中
部

タ
イ
の

人
入

っ
た
こ

と
は

な
い

け
れ
ど

、
場

所
は

知
っ

て
い

る
。

た
だ

し
、

興
味

深
い

と
こ

ろ
と

は
思

え
な

い
。
本

当
に
「

山
地
民

」
の
文

化
を
知

り
た
か

っ

た
ら

、
や
っ

ぱ
り
山

の
村
に

行
か
な

け
れ
ば

、
わ

か
ら

な
い

。

（
先

日
、
自

分
が
『

首
長

』
の

人
々

の
村

へ
行

っ
て

き
た

と
い

う

話
を

し
た

後
、『

山
地

民
』
は

ど
の

よ
う

な
人

々
な

の
か

、
と

い

う
著

者
の

質
問

に
対

し
て

）『
首

長
』
の

人
た

ち
は

、
習

慣
で

あ

あ
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

大
変

だ
と

思
う

。
で

も
、
あ

れ

が
彼

ら
の

文
化

な
の

だ
か

ら
尊

重
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
彼

ら
の

文
化

と
タ

イ
人

の
文

化
と

は
全

く
違

う
け

れ
ど

、
そ

れ
も

尊
重

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
（

彼
ら

は
タ

イ
国

民
＝

ca
at

 th
ai

で
は

な
い

の
か

と
い

う
著

者
の

質
問

に
対

し
て

）
あ

の
人

た
ち

は
、

タ
イ

や
ビ

ル
マ

に
住

ん
で

い
る

が
、

タ
イ

人
で

も
ビ

ル
マ

人
で

も
な

い
少

数
民

族
（

kh
on

 k
rm

 n
oi
）
。
森

林
の

奥
で

ひ
っ

そ

り
と

暮
ら

し
、

太
古

の
人

間
の

素
朴

で
温

か
な

心
を

守
っ

て
い

る
。

タ
イ

人
が

自
分

た
ち

の
国

の
中

に
住

ま
せ

て
あ

げ
て

い
る

の
で

、
タ

イ
人

が
訪

ね
れ

ば
歓

待
し

て
く

れ
、

感
謝

の
意

を
示

し
す

。（
先

ほ
ど

の
言

で
、
彼

ら
は

タ
イ

国
民

で
な

い
と

い
う

こ

と
だ

っ
た

が
、
タ

イ
政

府
は

彼
ら

の
居

住
を

認
め

て
い

る
の

か
、

国
民

携
帯

証
（

ba
t p

ra
ca

co
n）

を
持

っ
て

い
る

の
か

、
と

い
う

著
者

の
質

問
に

対
し

て
）

あ
の

人
た

ち
は

、
黄

色
カ

ー
ド

（
ba

t
se

 ru
an

g）
と

い
う

の
を

も
ら

っ
て

い
る

。
そ

れ
が

あ
れ

ば
、

タ

イ
中

ど
こ

で
も

自
由

に
移

動
で

き
る

し
、

不
自

由
し

な
い

。

20
男

20
代

ホ
テ

ル
勤
務

チ
ェ

ン
ラ

イ
県

メ
ー

ス
ー

ア
イ
の

人

行
っ

た
こ

と
が

あ
る

。
中
に

は
、
い
ろ

い
ろ
興

味

深
い

も
の

が
あ

っ
て

、
本

物
の

山
地
民

の
人
た

ち

が
特

産
品

を
売

っ
て

い
る
。

（
嘲

笑
の

対
象

と
し

て
、
町

の
人

で
あ

る
友

達
を
「

こ
い

つ
は

ア

カ
だ

」
と

か
ら

か
い

な
が

ら
）

タ
イ

語
が

明
瞭

で
な

い
。

遠
い

山
の

上
に

家
が

あ
る

。
難

民
。「

車
の

定
期

便
は

1
日

1
便

、
朝

5
時

に
町

を
出

て
夕

方
6
時

に
近

く
の

村
ま

で
着

い
て

、
そ

の
後

は
自

分
の

村
ま

で
2
時

間
歩

く
。

そ
れ

で
も

し
っ

か
り

チ
ェ

ン

マ
イ

大
学

の
学

生
だ

。
も

う
開

発
が

進
ん

で
い

る
か

ら
、
タ

イ

語
を

話
す

こ
と

も
で

き
る

よ
」
。

N
o

日
性

年
職
業

ア
イ

デ
ン

テ
ィ
テ

ィ
博

物
館

そ
の

他
山

地
民
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21
女

60
代

ホ
テ

ル
経

営
チ

ェ
ン

ラ
イ

県
で

生
ま

れ
育

ち
、
チ

ェ
ン
マ

イ
に

嫁
に

来
て

30
年

以
上

の

人

行
っ

た
こ

と
は

な
い

け
れ
ど

、
あ

る
場

所
は

聞
い

た
こ

と
が

あ
る

。

（
友

達
を

、
「

こ
い

つ
は

ア
カ

だ
」

と
い

っ
て

嘲
笑

し
て

か
ら

か

う
若

者
と

い
っ

し
ょ

に
ひ

と
し

き
り

笑
っ

た
後

で
、
筆

者
に

向

か
っ

て
）
「

で
も

、
『

山
地

民
』
も

、
今

は
も

う
大

分
発

展
し

て

る
ん

だ
よ
」（

い
っ

し
ょ

に
な

っ
て

嘲
笑

し
て

話
に

乗
っ

て
お

き

な
が

ら
や

は
り

、
形

だ
け

で
も

、
発

展
に

対
し

理
解

を
示

す
こ

と
が

「
分

別
あ

る
大

人
」

の
証

拠
と

い
う

雰
囲

気
）
。

22
女

40
代

飲
食

店
勤

務
町

の
人

／
チ

ェ
ン

マ
イ

郊
外

行
っ

た
こ

と
は

な
い

。
あ

る
場

所
は

知
っ

て
い

る
。

山
の

上
に

住
ん

で
い

る
人

々
。

顔
は

自
分

た
ち

と
あ

ま
り

変
わ

ら
な

い
け

れ
ど

、
服

な
ど

が
全

然
違

い
、

い
ろ

い
ろ

な
点

で
全

然
違

う
。

23
女

30
代

雑
貨

店
店

主
町

の
人

／
チ

ェ
ン

マ
イ

市
内

あ
る

こ
と

は
知

っ
て

い
る
け

れ
ど
、
行

っ
た

こ
と

は
な

い
し

、
別

に
行
き

た
い
と

も
思
っ

た
こ
と

が

な
い

。
外

国
人

に
は
珍

し
い
の

で
面
白

い
か
も

し

れ
な

い
が

、
自

分
た

ち
に
は

、
珍

し
い

と
い
う

も

の
で

も
な

い
。

遠
い

山
の

あ
た

り
に

住
ん

で
い

る
人

々
。

24
男

40
代

乗
合

い
タ

ク

シ
ー

運
転

手

町
の

人
→
山

の
人

自
分

は
入

っ
た

こ
と

は
な
い

が
、
西

欧
人

旅
行

客

が
好

ん
で

行
く

。

山
岳

地
帯

で
は

水
が

冷
た

い
の

で
、

昔
は

山
の

人
は

水
浴

び
を

し
な

か
っ

た
の

で
汚

か
っ

た
が

、
今

で
は

毎
日

水
浴

び
し

て
い

る
の

で
、
す

っ
か

り
清

潔
に

な
っ

て
い

る
。
山

の
人

と
い

え
ば

、

昔
は

無
学

だ
っ

た
け

れ
ど

も
、

今
は

チ
ェ

ン
マ

イ
大

学
を

卒
業

し
た

人
も

多
い

し
、

チ
ェ

ン
マ

イ
教

育
大

学
の

先
生

に
な

っ
た

人
も

い
る

。
た

し
か

に
山

の
人

の
中

に
は

、
北

タ
イ

語
は

発
音

を
話

せ
な

い
人

が
多

い
け

れ
ど

、
タ

イ
語

の
方

は
み

ん
な

流
暢

で
、

タ
イ

人
と

変
わ

り
な

い
。

山
の

人
は

、
山

に
い

れ
ば

自
分

た
ち

の
言

葉
を

話
す

が
、

今
は

タ
イ

語
に

加
え

て
英

語
を

流
暢

に
話

す
人

が
た

く
さ

ん
い

る
。

そ
ん

な
風

に
言

う
け

れ
ど

、
町

に
来

て
い

れ
ば

町
の

人
だ

し
、

山
に

い
れ

ば
山

の
人

だ
。

25
30

男
40

代
乗

合
い

タ
ク

シ
ー

運
転

手

町
の

人
／

チ
ェ

ン
マ

イ

市
内

欧
米

人
（
観

光
客
）
や

日
本
人

を
送
っ

て
い
っ

た

こ
と

は
あ

る
が

、
自

分
は

入
っ

た
こ

と
は

な
い
。

興
味

も
な

い
。

遠
い

山
の

方
に

住
ん

で
い

る
人

た
ち

。

N
o

日
性

年
職
業

ア
イ

デ
ン

テ
ィ
テ

ィ
博

物
館

そ
の

他
山

地
民
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26
31

男
40

代
乗

合
い

タ
ク

シ
ー

運
転

手

北
部

の
人

／
サ

ン
カ

ム

ペ
ー

ン
の
人

観
光

客
を

送
っ

て
い

っ
た

こ
と

は
あ

る
け

れ
ど
、

自
分

は
入

っ
た

こ
と

は
な

い
。
欧

米
人

（
観

光

客
）
、

日
本
人

、
中
国

人
、
タ

イ
人
な

ど
み
ん

な

行
く

。

車
で

5
時

間
も

6
時

間
も

か
け

て
山

を
登

ら
な

い
と

会
え

な
い

人
た

ち
。
一

見
、

タ
イ

人
と

見
か

け
が

似
て

い
る

か
も

し
れ

な

い
が

、
生

活
や

何
か

が
タ

イ
人

と
は

全
然

違
う
。

だ
か

ら
タ

イ

人
な

ら
誰

で
も

、『
山

地
民

』
を

見
れ

ば
す

ぐ
に

わ
か

る
。
雰

囲

気
と

い
う

か
、
特

質
が

あ
る

。（
そ

の
と

き
、
偶

然
道

端
に

立
っ

て
い

た
人

々
を

指
指

し
て
）
「
ほ

ら
、

あ
れ

は
『

山
地

民
』
だ

よ
」
。（

な
ぜ

わ
か

る
の

か
と

い
う

著
者

の
質

問
に

対
し

て
）「

だ

か
ら

、
あ

の
雰

囲
気

だ
よ

。
な

ん
と

な
く
、
あ

る
ん

だ
よ

」（
最

後
ま

で
、

侮
蔑

を
表

す
表

現
は

口
に

し
な

か
っ

た
）
。

27
男

30
代

博
物

館
前

に

常
駐

す
る

ア

イ
ス

ク
リ

ー

ム
行

商
人

欧
米

人
（
観

光
客
）
や

日

本
人

が
い

っ
ぱ

い
行

く

よ
。
「

山
地

民
」

観
光

と

言
え

ば
ド

ー
イ

プ
イ

だ

ね
。
ア

イ
ス

を
売
り

に
行

く
が

、
本
当

に
沢
山

観
光

客
が

来
て
い

る
よ
。

自
分

は
中

に
入

っ
た

こ
と
は

な
い
。
で

も
欧

米
人

（
観
光

客
）
、
日

本
人

、
中

国
人

、
台

湾
人

な
ど

が

た
く

さ
ん

来
る

。
一

番
多

い
の

は
断

然
欧

米
人

（
観

光
客
）

だ
。
タ

イ
人

は
学

校
遠

足
で

来
る

く

ら
い

だ
。

欧
米
人

（
観

光
客
）

は
、

1
人

で
も

4,
5

人
の

集
団

で
も

よ
く

来
る

。
ホ

テ
ル

の
タ

ク

シ
ー

で
送

迎
さ

れ
て

来
た
り

、
英

語
ガ

イ
ド

つ
き

の
ツ

ア
ー

に
乗

っ
て

来
た
り

、
1
人

で
タ

ク
シ

ー

や
ト

ゥ
ク

ト
ゥ

ク
に

乗
っ
て

来
た
り

が
多
い

。

ド
ー

イ
・

プ
イ

に
い

る
人

た
ち

。
学

校
へ

行
く

か
ら

、
タ

イ
語

も
話

す
け

ど
、

発
音

が
は

っ
き

り
し

な
い

。
彼

ら
の

言
葉

は
別

に
あ

る
。

N
o

日
性

年
職
業

ア
イ

デ
ン

テ
ィ
テ

ィ
博

物
館

そ
の

他
山

地
民
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図
表

5：
ミ
ド
ル
マ
ン
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
結

果

N
o

日
性

年
職

業
ト

レ
ッ
キ

ン
グ

博
物

館
そ

の
他

山
地

民

1
12

/2
1

女
20

代
代

理
店

窓
口

自
然

が
い

っ
ぱ
い

、「
山

地
民

」
を

見
ら

れ

る

行
っ

た
こ

と
、
あ

る
あ

る
。
い

い
と

こ
ろ

。

「
山
地

民
」
の

人
た

ち
の
伝

統
的
な

生
活
が

わ
か

る
。

山
奥

で
生

活
し

て
い

る
人

、
自

分
た

ち
と

…
服

と
か

違
う

わ
。
町

の
中

に
来

て
る

の

は
、
ナ

イ
ト

バ
ザ

ー
ル

に
物

売
り

に
来

て

い
る

人
々

。

2
女

30
代

代
理

店
窓
口

ジ
ャ

ン
グ

ル
と

「
山

地
民

」
の

文
化

に
つ

い
て

学
べ

る
。

筏
や

象
に

乗
っ

て
楽

し
め

る

行
っ

た
こ

と
は

な
い

け
れ

ど
、
よ

い
と

こ

ろ
だ

と
聞

い
て
い

る
。「

山
地

民
」
の

人
の

服
や

工
芸

品
が
み

ん
な

置
い

て
あ

る
。

生
活

の
仕

方
は

清
潔

と
は

言
え

な
い

け
れ

ど
、
だ

か
ら

こ
そ

自
然

の
ま

ま
の

生
活

を

享
受

し
て

い
る

人
た

ち
ね

。
町

に
近

い
村

で
は

、
も

う
近

代
化

が
ん

で
し

ま
っ

て
い

る
け

れ
ど
、

山
奥

の
村

ま
で

行
け

ば
、
今

で
も

昔
の

ま
ま

の
生

活
を

し
て

い
る

人
々

が
い

る
。

3
女

10
代

代
理

店
窓
口
（

教
育

大
学

イ
ン

タ
ー

ン
生

）

間
欠

泉
や

滝
と

い
っ

た
名

所
を

見
た

り
、

山
の

中
の

大
自
然

を
見
ら

れ
る
。

知
っ

て
い

る
け

れ
ど

、
行

っ
た

こ
と

は
な

い
。「

山
地

民
」
の

文
化
に

興
味
が

あ
る
の

な
ら

、
行

っ
て
み

れ
ば
い

い
と
思

う
。

そ
こ

ら
中

の
山

に
い

る
人

か
な

。
自

分
た

ち
と

…
服

や
い

ろ
い

ろ
違

う
。
町

の
中

に

い
る

人
も

い
る

け
れ

ど
、
ま

だ
山

の
生

活

を
し

て
い

る
人

も
多

い
。
山

の
生

活
も

近

代
化

し
て

い
る

が
、
で

も
や

は
り

服
と

か

違
う

ま
ま

だ
か

ら
、
行

っ
て

お
も

し
ろ

い

だ
ろ

う
。

4
女

50
代

代
理

店
店
主

自
然

の
中

を
歩
き

、「
山

地
民

」
の

人
を

見

ら
れ

る

行
っ

た
こ

と
は

な
い

が
、
場

所
は

し
っ

て

い
る

。「
山

地
民

」
の

人
の

文
化
に

つ
い
て

い
ろ

い
ろ

知
る

こ
と

が
で

き
る

。
行

っ
て

み
る

の
も

い
い
と

思
う

。

も
と

も
と

町
の

人
よ

り
遅

れ
て

い
た

が
、

今
で

は
開

発
が

進
ん

で
生

活
レ

ベ
ル

や
教

育
も

向
上

し
て

い
る
。

た
だ

、
ま

だ
ま

だ

生
活

は
見

る
の

に
興

味
深

い
も

の
が

あ

る
。

町
の

中
で

学
ぶ

子
供

も
多

い
。

5
女

20
代

代
理

店
窓
口

「
山
地

民
」
の

文
化
を

見
て
、
ジ
ャ

ン
グ

ル

の
中

を
歩

く
こ

と
が

で
き

る
。

象
に

も
乗

れ
る

。

行
っ

た
こ

と
あ
る

。
よ

い
と

思
う

。「
山

地

民
」

の
文

化
に

つ
い

て
知

る
こ

と
が

で
き

る
。

町
の

人
と

変
わ

ら
な

い
。
昔

の
ま

ま
の

生

活
を

し
て

い
る

。
若

い
人

は
町

に
下

り
て

き
て

勉
強

し
て

い
る

か
ら

、
タ

イ
語

が
わ

か
る

。

6
男

60
代

代
理

店
店

主
自

然
の

中
を

散
策

し
、
珍

し
い
「

山
地

民
」

の
文

化
に

触
れ

る
こ

と
が

で
き

る
。
筏

で

川
く

だ
り

を
し
た

り
、
象
に

乗
る
な

ど
、
自

分
の

国
で

は
で
き

な
い
体

験
が
で

き
る

行
っ

た
こ

と
あ
る

。「
山

地
民

」
の

人
が

い

て
、

衣
装

や
工

芸
品

を
買

う
こ

と
も

で
き

る
。

町
の

人
で

あ
る

自
分

た
ち

と
、
あ

ま
り

何

が
違

う
と

い
う

こ
と

も
な

い
よ

う
な

気
が

す
る

。
服

と
か

違
う

が
、

生
活

の
仕

方
は

似
て

い
る
。

今
で

は
、

山
の

村
に

行
っ

て

も
扇

風
機

が
あ

っ
た

り
テ

レ
ビ

が
あ

っ
た

り
し

て
、
近

代
化

の
波

が
押

し
寄

せ
て

い

る
。
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7
24

男
20

代
ツ
ア

ー
ガ
イ

ド
珍

し
い
首

長
族
に

出
会
え

る
行

っ
た

こ
と

あ
る

。
と

て
も

興
味

深
い

と

こ
ろ

。「
山

地
民

」
の

生
活

に
つ
い

て
す
べ

て
が

わ
か

る
。

実
は

悲
惨

な
人

々
。
ビ

ル
マ

か
ら

難
民

で

や
っ

て
来

た
た

め
、

市
民

権
も

な
い

。
そ

の
た

め
学

校
に

行
く

こ
と

も
で

き
な

い
。

や
く

ざ
や

そ
れ

に
近

い
人

々
に

寄
り

添
っ

て
、
見

世
物

に
さ

れ
て

生
き

て
い

く
し

か

方
法

が
な

い
。
そ

う
で

な
け

れ
ば
、

親
が

子
供

を
売

春
宿

に
売

り
飛

ば
す

し
か

生
き

て
い

く
術

が
な

い
人

々

8
男

40
代

ツ
ア

ー
ガ
イ

ド
普

段
の

生
活

で
見

た
こ

と
も

な
い

自
然

を

堪
能

し
た

り
、

文
明

社
会

に
は

い
な

い

人
々

に
会

え
る
。

行
っ

た
こ

と
は

…
。

行
っ

た
人

は
、

み
ん

な
興

味
深

い
と
言

う
。

国
境

の
側

に
い

る
人

々
。
独

自
の

文
化

を

守
っ

て
い

る
人

々
。

9
25

男
50

代
山
地

民
博
物

館
館
員

ト
レ

ッ
キ

ン
グ

で
は

本
物

に
な

ん
て

会
え

な
い

。
俺

は
本

物
の

「
山

地
民

」
の

村
を

山
ほ

ど
訪

ね
て
い

る
（
優

越
感
）

長
年

か
け

て
集

め
た

、
よ

い
資

料
の

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

だ
。
消

え
行

く
文

化
も
、

こ
こ

に
持

っ
て

き
て

お
い

た
も

の
は

、
い

つ
ま

で
も

残
る

。

ど
ん

ど
ん

生
活

が
変

わ
っ

て
、
伝

統
文

化

が
消

え
つ

つ
あ

る
人

々
。
伝

統
文

化
を

保

護
し

て
や

る
（

ha
i r

ak
sa

na
）
た

め
に

、
で

き
る

だ
け

早
急

に
努

力
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

10
男

50
代

山
地

民
事
務

所
員

観
光

客
を

喜
ば

せ
る

た
め

、
旅

行
代

理
店

が
い

ろ
い

ろ
画
策

し
て
い

る
も
の

。

「
山
地

民
」
関

連
の

資
料

を
、
後

世
に

残
す

場
所

。

山
に

い
る

人
で

も
、
タ

イ
人

は
み

ん
な

タ

イ
市

民
権

を
持

っ
て

い
る

。
市

民
権

を
拒

否
し

て
い

た
「

山
地

民
」

の
人

々
も

、
近

年
で

は
市

民
権

の
必

要
性

を
認

識
し

は
じ

め
た

こ
と

は
、

よ
い

傾
向

だ
。

11
女

40
代

市
役

所
職

員
／

旧
山

地

民
研

究
所

員

観
光

化
の

悪
い

影
響

に
つ

い
て

も
分

析
す

る
人

間
が

必
要
だ

こ
れ

か
ら

は
、
山

に
住

む
若

者
、

町
に

住

む
若

者
、

双
方

の
「

山
地

民
」

の
若

者
の

自
文

化
へ

の
理

解
と

誇
り

を
高

め
る

た
め

の
結

節
点

と
し

て
利

用
し

て
い

く
べ

き

だ
。

上
の

世
代

と
若

い
世

代
と

の
世

代
間

乖
離

が
激

し
く

、
伝

統
文

化
が

消
滅

し
つ

つ
あ

る
、
危

機
的

状
況

に
あ

る
。
ど

こ
か

で
こ

れ
に

対
処

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

12
男

50
代

市
役

所
職

員
 山

地
民

福

祉
担

当
部

署
勤

務
／

旧

山
地

民
研

究
所

員

観
光

化
の

い
い

面
、

悪
い

面
、

双
方

に
目

を
向

け
な

く
て
は

な
ら
な

い
。

こ
れ

か
ら

は
、
山

に
住

む
若

者
、

町
に

住

む
若

者
、

双
方

の
「

山
地

民
」

の
若

者
の

自
文

化
へ

の
理

解
と

誇
り

を
高

め
る

た
め

の
結

節
点

と
し

て
利

用
し

て
い

く
べ

き

だ
。「

山
地

民
」
と

タ
イ
人

の
相
互

理
解
促

進
の

た
め

に
使
う

べ
き
だ

。

新
し

い
問

題
を

日
々

抱
え

つ
つ

あ
る

人
々

。

N
o

日
性

年
職

業
ト

レ
ッ
キ

ン
グ

博
物

館
そ

の
他

山
地

民
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13
男

30
代

ツ
ア

ー
ガ
イ

ド
村

の
経

済
の

発
展

に
貢

献
し

、
村

人
の

た

め
に

も
な

っ
て
い

る

「
山
地

民
」
の

文
化

に
つ

い
て

知
る

貴
重

な

機
会

で
あ

り
、
と

て
も

興
味

深
い

と
こ

ろ

だ
よ

。「
山

地
民

」
の

文
化

に
つ
い

て
理
解

を
深

め
る

人
が

増
え

た
ら

う
れ

し
い

こ
と

だ
よ

。
あ

れ
は

一
見

に
値

す
る

と
君

に
も

薦
め

た
い

ね
。

山
地

民
博

物
館

に
入

る
と

き
外

国
人

観
光

客
に

対
し

て
「
こ

の
入

り
口

の
両

側
に

あ

る
門

は
、

多
く

の
「

山
地

民
」

の
村

の
入

り
口

に
あ

る
も

の
で

、
特

に
ア

カ
の

村
に

は
欠

か
せ

な
い

も
の

で
す

。
こ

の
門

は
ア

ニ
ミ

ズ
ム

に
も

と
づ

い
た

結
界

を
意

味
し

て
お

り
、
こ

の
門

を
越

え
て

結
界

の
中

に

入
っ

た
と

き
に

は
、
部

外
者

は
む

や
み

に

周
囲

の
も

の
に

触
れ

て
は

な
り

ま
せ

ん
。

厳
粛

に
。
」

14
26

男
50

代
山
地

民
博
物

館
館
員

村
人

の
発

展
へ

の
意

欲
を

掻
き

立
て

る
の

に
役

立
っ

て
い

る
。

け
れ

ど
も
、

観
光

化

の
い

い
面

と
悪

い
面

と
、

両
方

を
注

意
深

く
見

て
い

か
な
く

て
は
な

ら
な
い

村
人

の
伝

統
的

な
衣

服
や

道
具

が
大

変
よ

く
揃

っ
て

い
る
、

貴
重

な
場

所
だ

（
ド

ー
イ

プ
イ

村
の

祭
り

で
）
町

に
降

り
て

勉
強

し
て

い
る

若
者

も
山

の
学

校
に

通
っ

て
い

る
若

者
も

、
一

丸
と

な
っ

て
自

分
た

ち
の

伝
統

的
な

祭
り

を
祝

う
の

は
、
と

て

も
よ

い
傾

向
だ

。
若

者
が

自
分

た
ち

の
伝

統
文

化
を

守
っ

て
い

こ
う

と
す

る
姿

勢
は

貴
重

で
あ

る
。

15
男

50
代

山
地

民
博
物

館
館
員

「
山
地

民
」
に

も
収
入

が
で
き

る
（

宿
泊

料

と
し

て
20

 - 
30

バ
ー

ツ
を

受
け

取
る

な

ど
）
。

各
村

の
小

さ
な

山
地

民
博

物
館

は
、

チ
ェ

ン
マ

イ
の

山
地

民
博

物
館

職
員

が
赴

い
て

展
示

に
協

力
し

て
い

る
。
だ

か
ら

ど
の

博

物
館

も
、
き

ち
ん

と
し

た
も

の
に

な
る

の

だ
。

町
に

下
り

て
き

て
い

る
「
山

地
民
」

た
ち

は
、
民

族
の

名
前

と
タ

イ
名

と
名

前
が

2
つ

あ
っ

て
、

名
前

か
ら

は
「

山
地

民
」
出

身
で

あ
る

こ
と

は
わ

か
ら

な
い

。
言

葉
も

、

幼
い

う
ち

か
ら

町
の

学
校

に
来

て
い

れ
ば

わ
か

ら
な

い
ほ

ど
北

タ
イ

語
が

上
手

な
若

者
も

い
る
。

し
か

し
、

北
タ

イ
の

人
で

あ

れ
ば

、
顔

を
見

て
、

顔
つ

き
の

特
徴

か
ら

「
山

地
民

」
の

何
族

出
身

だ
と

言
う

こ
と

が

で
き

る
。（

日
本

人
が

似
て

い
る

と
言

お
う

と
）
微

妙
な

違
い

か
ら
、

は
っ

き
り

と
区

別
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

だ
。

16
30

男
30

代
代
理

店
担
当

者
ジ

ャ
ン

グ
ル

の
中

で
珍

し
い

首
長

族
に

会

え
る

。
象

に
乗

っ
た

り
筏

に
乗

っ
た

り
も

で
き

る
。

い
っ

し
ょ

に
過

ご
し

た
ツ

ア
ー

客
と

、
い

い
仲
間

に
な
れ

る
。

自
分

は
行

っ
た

こ
と

は
な

い
が

、
「

山
地

民
」

文
化

に
興

味
が

あ
る

の
な

ら
、

行
っ

た
ら

い
い

と
思
う

。

タ
イ

人
と

は
違

う
、
と

て
も

原
始

的
な

生

活
を

し
て

い
て

、
と

て
も

変
わ

っ
た

文
化

を
今

で
も

続
け

て
い

る
人

々
。
彼

ら
も

観

光
客

が
来

て
く

れ
る

の
を

喜
ん

で
い

る
。

N
o

日
性

年
職

業
ト

レ
ッ
キ

ン
グ

博
物

館
そ

の
他

山
地

民
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17
31

男
20

代
代
理

店
店
員

ア
ド

ベ
ン

チ
ャ

ー
を

体
験

で
き

、
見

た
こ

と
も

な
い

珍
し

い
首

長
族

（
lo

ng
 

ne
ck

pe
op

le
）

に
出

会
え
る

ツ
ア

ー
を

準
備

し
て

い
る

。
ト

レ
ッ

キ
ン

グ
の

前
で

も
後

で
も

、
行

け
ば

知
識

が
よ

り
深

く
な

る
だ
ろ

う

彼
ら

は
タ

イ
人

で
は

な
い

。
タ

イ
人

と
は

違
う

5
つ

の
民

族
の

人
々

が
タ

イ
の

山
の

奥
に

住
ん

で
い

て
、
独

自
の

文
化

を
守

っ

て
い

る
。

あ
る

人
は

首
長

族
、

あ
る

人
は

耳
長

族
で

あ
る

。

18
女

20
代

代
理

店
担
当

者
象

に
乗

っ
た

り
筏

に
乗

っ
た

り
、

人
里

は

慣
れ

た
山

の
奥

で
古

代
の

ま
ま

の
生

活
を

守
る

珍
し

い
人
々

に
出
会

え
る
。

ト
レ

ッ
キ

ン
グ

の
た

め
の

知
識

を
準

備
で

き
る

、
い

い
場

所
だ

ろ
う

。
行

っ
た

こ
と

は
な

い
が

、
博

物
館

に
つ

い
て

の
資

料
を

読
ん

で
い

る
の
で

、
よ
く

知
っ
て

い
る

。
だ

か
ら

お
奨

め
で
き

る
。

独
特

の
文

化
を

守
っ

て
い

る
人

々
。

19
1/

1
男

30
代

ツ
ア

ー
ガ
イ

ド
外

国
人

観
光

客
が

大
好

き
。

日
本

人
、
タ

イ
人
、

中
国

人
と

い
っ

た
人

た
ち

は
、
馬

鹿
ら

し
く

て
あ

ん
ま

り
行

か
な

い
。
敢

え

て
言

え
ば

日
本

人
の

学
生

く
ら

い
の

も
の

か
。

山
の

人
に
貢

献
し
て

い
る
。

ま
ぁ

、
い

い
ん
じ

ゃ
な

い
か

。
山

の
奥

に
住

ん
で

い
る

人
々

。
難

民
。

20
男

50
代

代
理

店
店
主

ジ
ャ

ン
グ

ル
で

ア
ド

ベ
ン

チ
ャ

ー
を

経
験

し
、

森
の

奥
深

く
に

ひ
っ

そ
り

と
住

む
少

数
民

族
の

人
た

ち
の

村
で

一
夜

を
過

ご
す

こ
と

が
で

き
る
。

「
山

地
民

」
の

人
が

い
て

、
独

特
な

衣
装

や

山
の

特
産

品
や

、
自

分
た

ち
が

つ
く

っ
た

工
芸

品
な

ど
、
い

ろ
い

ろ
興

味
深

い
も

の

を
売

っ
て

い
る
と

こ
ろ

だ
よ

独
特

な
文

化
を

守
り

続
け

て
い

る
人

び

と
。

N
o

日
性

年
職

業
ト

レ
ッ
キ

ン
グ

博
物

館
そ

の
他

山
地

民
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